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11	 	 セセンンタターーのの概概要要  
 
11..11	 	 設設立立趣趣旨旨とと沿沿革革   
	 静岡大学防災総合センターは，全学組織のひとつとして 2008年 7月に設置され，静岡大
学地域連携協働センターを構成する組織のひとつとしても位置づけられている．防災総合

センター設置の目的は，地域連携を通じ，静岡大学における防災教育を多面的に展開させ

るとともに，防災科学研究，災害時の危機管理能力を組織的に発展させ，地域の防災体制

の向上に資することである． 
	 東海地震の発生可能性が指摘されて以来，静岡大学は防災体制構築への先進的な取り組

みを続けてきた．1980年代に大学内の建物の耐震診断をおこなって耐震工事を実施すると
ともに，全学防災対策委員会の下に地震対策検討部会を設置し，地震発生時の詳細な対応

策を決定した． 
	 さらに，防災教育の充実を目指して，2004年度から学外講師も含めた十数名の教員が担
当する講義「地震防災」を開講するとともに，1年生全員の必修科目である「新入生セミナ
ー」の中で防災の基礎知識と心得に関する講演を行うようになった．この背景には，静岡

大学内の各部局に防災と密接に関係する研究テーマをもつ教員が徐々に増えてきたことが

ある．もともと地震防災は理学だけにとどまらず，工学，情報科学，人文・社会科学，医

学などの幅広い分野にわたる総合科学の側面をもっていたからである．こうした教員たち

は，各自の分野における防災研究・教育を推進するだけでなく，防災施策の検討を目的と

した国や自治体の委員を委嘱されることによって，防災行政にも深く関わるようになった．

また，地域社会からの講師派遣要請にも，個別的にではあるが積極的に貢献してきた． 
	 このような防災研究・教育・地域連携の活動実績を背景として，静岡大学は，静岡県防

災局（現・静岡県危機管理部）との協力の下に，文部科学省の特別教育研究経費（初年度

は特殊要因経費）に「防災教育の地域連携を通した多面的展開と拡充」を申請した結果，

2008年度から 4年間にわたる交付が認められることになった．そして，この経費を最大限
活用しつつ，これまで各学部・各教員が個別におこなってきた防災研究・教育・地域連携

活動を有機的・組織的に結びつけ，より高次かつ困難な地域防災課題の解決に取り組むた

めに設立されたのが，静岡大学防災総合センターである． 
	 本センターでは，2008年 11月に 1名，2009年に 1名の計 2名の専任教員を迎えるとと
もに，学内兼務教員，学外客員教員を拡充し，防災研究・教育・地域連携に取り組んでき

た．2010年には文部科学省の科学技術振興調整費(2011年度からは科学技術戦略推進費)に
よる地域再生人材創出拠点の形成事業「災害科学的基礎を持った防災実務者の養成」に採

択され，より活動の幅が広がった．2011年 4月には大学会館内に研究室，事務室，セミナ
ー室を集約し活動拠点も整備された． 
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11..22	 	 組組織織及及びびメメンンババーー   
  ２０１４年４月現在の当センターメンバーは下記のとおりである。 
 
センター長 
  増田	 俊明（理学研究科教授(兼務）、構造岩石学・地球進化学） 
 
副センター長 
  牛山	 素行（専任教授、自然災害科学・災害情報学・豪雨災害） 
  小山	 眞人（教育学部教授(兼務)、火山学・歴史地震学） 
  前田	 恭伸（工学研究科教授(兼務）、災害情報・リスクコミュニケーション） 
 
専任教員 
  原田	 賢治（専任准教授、津波工学） 
 
特任教員 
  小澤	 邦雄（特任教授、地震防災） 
  狩野	 謙一（特任教授、構造地質学） 
 
兼務教員 
  土屋	 	 智（研究部門長：農学研究科教授、地震砂防学・土砂災害） 
  村越	 	 真（教育部門長：教育学部教授、認知心理学・リスク心理学） 
  寺村	 	 泰（人文社会科学部教授、経済学） 
  池田	 恵子（教育学部教授、社会地理学） 
  岩崎	 一孝（情報学研究科教授、地理情報システム） 
  西原	 	 純（情報学研究科教授、地理学） 
  北村	 晃寿（理学研究科教授、第四紀の層序学・古環境学） 
  安村	 	 基（農学研究科教授、林産学・木質科学・耐震設計） 
  佐治	 	 斉（創造科学技術大学院教授、画像処理・形状処理・交通情報解析） 
  古橋	 裕子（保健センター教授、精神医学） 
  山本	 裕之（保健センター教授、内科医学） 
  小林	 朋子（教育学部准教授、学校心理学・被災者の心のケア） 
  藤井	 基貴（教育学部准教授、教育学（教育哲学・道徳教育）） 
  木村	 浩之（理学研究科准教授、地球微生物学・環境ジェノミックス） 
  橋本	 	 岳（工学研究科准教授、電気電子工学・画像処理・画像計測） 
  今泉	 寿文（農学研究科准教授、砂防工学） 
  生田	 領野（理学研究科講師、地震学・測地学） 
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  石橋	 秀巳（理学研究科講師、火山岩石学・実験マグマ学） 
  三井	 雄太（理学研究科助教、地震学・測地学） 
 
客員教員 
  安藤	 雅孝（客員教授、地震学・固体地球物理学） 
  石川	 有三（客員教授、地震学・地震予知・テクトニクス） 
  伊藤	 	 潔（客員教授、地震学・固体地球物理学） 
  伊藤	 谷生（客員教授、構造地質学） 
  岩松	 	 暉（客員教授、応用地質学・自然災害科学・情報地質学） 
  鵜川	 元雄（客員教授、火山物理学・地震学） 
  笠原	 順三（客員教授、固体地球惑星物理学） 
  風間	 	 聡（客員教授、水工水理学） 
  片田	 敏孝（客員教授、災害社会工学） 
  唐戸俊一郎（客員教授、地球科学・地球内部構造） 
  吉川	 肇子（客員教授、組織心理学・社会心理学） 
  近藤	 昭彦（客員教授、地理学） 
  佐藤	 	 健（客員教授、建築学） 
  佐藤	 博明（客員教授、火山学） 
  鈴木	 清史（客員教授、文化人類学・異文化コミュニケーション） 
  武村	 雅之（客員教授、強震動・地震災害史） 
  千木良雅弘（客員教授、地質学・応用地質学） 
  中川	 和之（客員教授、災害報道・市民防災） 
  野津	 憲治（客員教授、地球化学） 
  林	 	 拙郎（客員教授、林学・森林工学・砂防学） 
  藤井	 直之（客員教授  地球物理学・地震予知） 
  増澤	 武弘（客員教授、環境動態分析、資源保全学） 
  安田	 	 清（客員教授、整形外科学・災害医療） 
  山岡	 泰治（客員教授、地域医療・放射線管理） 
  矢守	 克也（客員教授、社会心理学・防災心理学） 
  吉田	 明夫（客員教授、地震学） 
  吉野	 篤人（客員教授、救急医学・災害医学） 
  渡辺	 俊樹（客員教授、物理探査・地震波動） 
  柄谷	 友香（客員准教授、都市防災計画・土木計画） 
  秦	 	 康範（客員准教授、社会システム工学・安全システム） 
  林	 	 能成（客員准教授、地震学・地震防災） 
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学術研究員 
  大森	 康智 
 
特任事務職員 
  四ノ宮立男 
  松村元喜 
 
パート事務職員 
  風間明子 
  鈴木あゆみ 
  中村恵美 
  三浦千恵子 
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33	 	 学学内内教教育育活活動動  
 
33..11	 	 新新入入生生セセミミナナーー   
	 静岡大学では新入生全員を対象として，「大学生活における健康管理に関する啓発」，「キ

ャンパスや学外での安全な過ごし方の習得」，「防災意識の涵養と防災教育に関する啓発」，

及び「ハラスメントに関する啓発」を目的として，「健康・安全・安心・快適な大学生活講

座」を実施している．同講座は，全新入生が受講する「新入生セミナー」という科目の一

部として実施されている．  
	 当センターでは，同講座の一部として，「地震防災のすすめ」というタイトルで，１回４

５分の講義を分担している．主な内容は下記の通りである． 

 
図図 33--11	 	 平平成成 2266 年年度度新新入入生生セセミミナナーーでで使使用用ししたた主主ななススラライイドドののタタイイトトルル   

 
	 平成 26 年度の受講者は，静岡キャンパス 1,262 名，浜松キャンパス 749 名だった．講
義は，静岡地区 5回，浜松地区 4回で，生田講師(兼務)，牛山教授，原田准教授の３名で分
担実施した．各日とも，45分×2回を担当している． 
 

防災のすすめ 地震とは 
地震と震災 東北地方太平洋沖地震（地震） 
震度と揺れの状態 日本付近のプレート 
プレート境界地震と内陸地震 東海地震・南海地震の発生史 
静岡県第四次地震被害想定 パソコン上で見られる第４次被害想定 
津波発生のメカニズム 南海トラフ巨大地震による想定津波高 
南海トラフ巨大地震想定津波到達時間 静岡・浜松の津波浸水予測 
東海地震の予知 緊急地震速報 
自然災害の分類 洪水ハザードマップ 
土砂災害 大災害発生時に一番大事なこと 
地震で死なないために 静岡大学安否情報システム 
「万能な備え」なんてない 「備え」は自分で考える 
これだけは記憶にとどめて 
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33..22	 	 学学際際科科目目「「地地震震防防災災」」   
	 地震防災は，さまざまな分野にまたがる総合科学であり，東海地震の発生が危惧されて

いる静岡県で生活する学生にとってこれを学ぶことは必要不可欠である．地震に備えて普

段から何をやっておくべきなのか，また地震発生時には何をすべきなのか，地震発生時に

生き延びるための基礎知識など地震防災科学を総合的に学ぶことを目標にかかげ 2004年度
から本講義が開講されている．全学部の学生が受講可能な「学際科目」の一つとなってい

る．講師陣は大学の研究者ばかりでなく，行政やメディア関係者など幅広い分野で地震防

災に関係している人が担当している．2009年度からは浜松キャンパスでの開講もはじまり，
2014年度は前期に静岡と浜松で各１講座，後期に静岡（昼間および夜間）の２講座，年間
で合計４講座が開講された．受講者は計約５５０人におよんでいる． 
	 以下に一例として 2014年度・静岡地区（前期）の講義内容一覧を掲げる． 
 
 開講日 タイトル 担当者(所属) 
1 2014/4/11 地震学と東海地震の基礎 1 生田領野(静大) 
2 2014/4/18 地震学と東海地震の基礎 2 藤井直之(静大) 
3 2014/4/25 地震予知 長尾年恭(東海大) 
4 2014/5/9 活断層と地震発生長期予測 狩野謙一(静大) 
5 2014/5/16 地震による災害：津波災害 原田賢治(静大) 
6 2014/5/23 地震による災害：土砂災害 土屋智(静大) 
7 2014/5/30 地震による災害：建物災害 安村基(静大) 
8 2014/6/6 地震災害史 武村雅之(名大) 
9 2014/6/13 地震防災行政 岩田孝仁(静岡県庁) 
10 2014/6/20 災害報道 荒川修平(テレビ東京) 
11 2014/6/27 地震災害のリスク認知 村越真(静大) 
12 2014/7/4 災害時の心のケア 小林朋子(静大) 
13 2014/7/11 市民防災 横幕早季(静大) 
14 2014/7/18 災害時の医療 安田清(県立総合病院) 
15 2014/7/25 防災を学ぶ(講義のおわりに) 牛山素行(静大) 
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33..33	 	 学学際際科科目目「「地地域域社社会会とと災災害害」」   
	 学際科目「地震防災」は，科目立ち上げ時の経緯や，静岡において特に地震災害に対す

る関心が高いこともあり，内容が地震関係に偏ってしまっていることが課題となっていた．

静岡県においても災害は地震だけではなく，また，学生が卒業後に全国，全世界に活躍の

場を移すことを考えれば，地震以外の災害に対する教育が必要であることは当然のことで

ある．そこで，地震災害については「地震防災」で学ぶこととして，地震以外の様々な災

害を対象に，災害を考えるための基礎的な考え方や，災害をもたらす現象のメカニズム，

災害による被害を軽減するための技術や制度について理解し，社会の一員として，当事者

意識を持って災害に備える事ができる人材の育成を目的として，2010年度から静岡キャン
パスで新科目「地域社会と災害」を開講した．「地震防災」と同様，全学部の学生が受講可

能な学際科目の一つとしての開講である．2013 年度の受講者は約 170 人だった．「地震防
災」は 15 回すべてで担当者が代わるオムニバス形式だが，「地域社会と災害」では，防災
総合センター専任教員，兼務教員，客員教員を中心に，７名(2014 年)が分担する形式とし
ている． 
	 以下に 2014年度の講義内容一覧を掲げる． 
 
 開講日 タイトル 担当者(所属) 
1 2014/10/6 自然災害科学概論１ 牛山素行(静大) 
2 2014/10/15 地震災害 原田賢治(静大) 
3 2014/10/20 自然災害科学概論２ 牛山素行(静大) 
4 2014/10/27 火山災害 石橋秀巳(静大) 
5 2014/11/10 津波・高潮災害 原田賢治(静大) 
6 2014/11/17 豪雨災害 牛山素行(静大) 
7 2014/11/25 洪水・土砂災害 牛山素行(静大) 
8 2014/12/1 緊急被ばく医療 山岡泰治(浜松医科大) 
9 2014/12/8 地域社会と災害 矢守克也(京大) 
10 2014/12/15 災害情報 牛山素行(静大) 
11 2014/12/22 警報と避難 牛山素行(静大) 
12 2015/1/5 行政と災害対応 牛山素行(静大) 
13 2015/1/19 防災行政実務 杉村晃一(静岡市) 
14 2015/1/26 ハザードマップ 牛山素行(静大) 
15 2015/2/2 災害と身近な暮らし 横幕早季 (静大) 
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33..44	 	 静静岡岡大大学学防防災災ママイイススタターー制制度度   
(１)防災マイスター称号認定とは 
	 地震その他の天災による被害を減じるためには、ハード面のみならずソフト面の充実が

欠かせず、教育機関が果たす役割は大きい。そこで、本学では地域の防災力向上に貢献す

るため、「防災マイスター称号付与制度」を平成２３年度より立ちあげ、一定レベルの防災

知識を備えた学生を養成して社会に送り出すこととした。これまでにも全学を対象に地震

防災の授業や新入生セミナーにおける防災についての講演会を実施してきた。本制度は、

こうした防災に関する授業を有機的に結びつけることを狙ったものである。初年度となる

2011年度は、波及効果が高いと考えられる防災力を持った教員養成を念頭におき、教育学
部で試行的に実施した。おりしも、2011年は東日本大震災が発生し、防災に対する教育の
有効性が強く意識された。本制度は、防災についての大学の取り組みの先進的事例として、

全国的にも関心を集めた。 
	 さらに 2012年度からは、静岡キャンパスの人文社会科学部、理学部、農学部にも対象を
広げ現在に至っている。 
 
(２)防災マイスター称号付与の条件 
	 防災マイスター称号取得のためには、必修７単位、選択５単位以上の計１２単位以上の

履修が求められている。必修は共通科目の「地震防災」「地域社会と防災」「災害のリスク

危機マネジメント」に加えて、教育学部で開講している「学校におけるリスク管理」「防災

科学実習」が指定されている。このうち「学校におけるリスク管理」「防災科学実習」は必

修、その他の科目は４単位の選択必修となっている。これらの科目では、地震発生に関す

る自然科学的な知識のみでなく、自然災害のリスクや防災について広く考えるための人文

社会系の授業も含まれている。 
選択科目（例）は以下の表のとおりで、教育学部の自然科学、地理学、心理学などの科目

が広く指定され、2012年からは農学部、理学部の科目も指定されている。また、修了時に
は、受講した授業などを踏まえ、卒業後の職場や地域で、得た知識やスキルをどう生かす

かをまとめたレポートを義務づけ、学習内容の整理を促している。 
 

科目名 科目名 

選択 選択 

健康体育 II 学校心理学 

進化と地球環境 認知心理学 

地球科学 地誌学 

自然災害と現代社会 地理学研究法 

自然災害学 社会調査法 I 

表表 33--11	 	 称称号号取取得得ののたためめのの選選択択科科目目一一覧覧   
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(３)平成２３年度の実施状況と今後 
	 ２３年度は、１年から４年まで計３１名が申請をしたが、残すところあと１年である４

年生から４名の申請があったことは、学生の関心が高いことを物語っている。実際にはこ

のうちの３名が修了レポートを提出し、審査の上、防災マイスターの称号を授与された。

２４年度は９名、２５年度は１４名がマイスター称号を取得した。なお授与は卒業式時に

学長より行われている。 
	 また懸案であった浜松キャンパスでの実施は 27年度以降に予定している。 
 
(4)県知事認証について 
静岡県では、これまでも一定の受講条件を満たす市民に対して、「静岡県ふじのくに防災

マイスター」の称号を与えてきた。静岡大学防災マイスターも概ねこの条件を満たすので、

本学防災マイスター取得後、県が主催する１日の講習を受講することで、上記の認証も受

けられることとなった。２５年度までに２０名が県知事認証を受けた。 
 
 

地球システム 視聴覚教育メディア論 

心理学入門  
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44..22	 	 静静岡岡県県委委託託業業務務防防災災学学創創出出事事業業   
	 静岡県は，県が持つ防災に関する知と経験と，国内外からの知見との協働により，しず

おか防災コンソーシアム中心とし，、静岡県における新たな学「防災学」として体系化を行

い，地域住民等の防災活動へ反映し，東海地震等大規模災害から減災を促進することを目

指している．本業務は，防災行政，教育等に反映を目的として，防災に関する学問分野領

域の整理，「防災学」の領域の定義化，「防災学」関連教材等の提案を行うもので，静岡大

学防災総合センターが静岡県より同事業の実施業務を，平成 23～25年度の 3年度に渡り受
託したものである．以下に，平成 24年度および平成 25年度の報告書目次を挙げる． 
 

平成 24年度防災学創出事業	 防災の体系化に関する調査	 報告書 
 
1. はじめに 

1.1. 本調査の背景および目的 
1.2. 調査方法 

2. 防災施策に影響を与えた災害の歴史 
2.1. 東海地震説発表前の災害史 
2.2. 東海地震説の発表 
2.3. 阪神大震災 
2.4. 東日本大震災 

3. 危機管理部の成り立ち 
3.1. 地震対策課の創設 
3.2. 防災局の誕生 
3.3. 緊急防災支援室(SPECT)の創設 
3.4. 地域防災局の設置 
3.5. 危機管理部の発足へ 

4. 静岡県の地震被害想定 
4.1. 第１次地震被害想定（「東海地震の危険度の試算」） 
4.2. 第２次地震被害想定 
4.3. 第３次地震被害想定 
4.4. 第４次地震被害想定に向けて 

5. 静岡県における主な防災施策 
5.1. 防災施策の経年傾向 
5.2. 施策の形態分類 
5.3. 「訓練」について 

5.3.1. 現在実施されている各種訓練 
5.3.2. 防災訓練の「劇場型訓練」化 
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5.3.3. 訓練関係者のモチベーション低下 
5.4. 「自主防災組織」について 

5.4.1. 自主防災組織とは 
5.4.2. 自主防災組織率の推移から考える 
5.4.3. 自主防災組織に関わる課題 

5.5. 「人材育成」について 
5.5.1. 静岡県における防災人材育成の現状 
5.5.2. 防災人材育成に関する課題 

6. おわりに 

 
平成 25年度防災学創出事業	 県民向け防災教育カリキュラム構築	 報告書 

 
県民向け防災教育科目概要（シラバス）	 目次 
 
科目大分類	 １	 災害科学 
科目小分類 

11	 地震の基礎	  
12	 地震災害史	  
13	 津波の基礎	  
14	 火山の基礎	  
15	 風水害の基礎	  
16	 土砂災害の基礎	  
17	 原子力防災	   

 
科目大分類	 ２	 防災対策・自然災害事例 
科目小分類 
21	 最近の自然災害事例から 
22	 静岡県の地震対策	   

 
科目大分類	 ３	 災害情報 
	 科目小分類 

31	 災害と情報	   
	 32	 災害心理	   
	 33	 予報・警報	   
	 34	 被害想定	   
	 35	 防災の法制度	   
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科目大分類	 ４	 災害とライフライン・社会インフラ 
	 科目小分類 
	 41-1	  ライフライン防災（光熱水関係） 

41-2   ライフライン防災（道路・鉄道関係） 
42	 建築物の耐震化	  
43	 都市防災	    

 
科目大分類	 ５	 災害医療・消火・救出救助 
	 科目小分類 
	 51	 災害医療	   
	 52	 消火・救出・救助	  
	 53	 救護技術	   
 
科目大分類	 ６	 身近な防災対策 
	 科目小分類 
	 61	 家庭内対策	   
	 62	 地域の防災活動	   
	 63	 企業防災	   
	 64	 災害と保険	   
	 65	 防災啓発手法	   
 
科目大分類	 ７	 災害対応（発災後の対応） 
	 科目小分類 
	 71	 避難行動	   
	 72	 災害時の福祉	   
	 73	 災害時の男女共同参画 
	 74	 健康支援	   
	 75	 心のケア	   
	 76	 避難所運営	   
	 77	 災害ボランティア	  
	 78	 復旧・復興	   
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44..33	 	 ししずずおおかか防防災災ココンンソソーーシシアアムム・・土土曜曜セセミミナナーー   

	 静岡県では県危機管理部，教育委員会および静岡大学，浜松医科大学，静岡県立大学，

静岡文化芸術大学，東海大学，常葉大学の県内 6大学，気象台，報道機関各社を加えた「し

ずおか防災コンソーシアム」が平成 21年 4月に発足した． 

	 このコンソーシアムは，県内の防災に携わる研究者と専門家等の多面的な交流や情報発

信を目的としており，その一環として，静岡県地震防災センターを会場として，市民向け

公開講座「しずおか防災コンソーシアム地域連携土曜セミナー」を，おおむね１ヶ月に１

回のペースで定期的に開催している．コンソーシアムの準備段階からこのセミナーは始ま

り，平成 20年度から平成 25年度までに 66回開催し，平成 23年度からは「ふじのくに防

災学講座」と名称を変え，今後も継続の予定である．防災総合センターでは，静岡県地震

防災センターと連携してこのセミナーの運営に当たっている．平成 22年度からは，参加 6

大学と静岡県がそれぞれ持ち回りで担当回を持つ形で運営している．静岡県の防災研究者，

防災行政関係者，市民の定期的な交流の場として定着しつつある． 

 

●平成 24年度〜平成 25年度までのセミナー一覧 

第 46回「東日本大震災から１年を経て津波防災を考える」H24.4.21 

第 47回「東日本大震災からコミュニティについて考える」H24.5.19 

第 48回「減災社会を築く南海トラフの巨大地震への対応と第４次地震被害想定」H24.6.16 

第 49回「市民が行う災害救護について」H24.7.21 

第 50 回「浜岡原子力発電所の地震・津波対策について（第１部），津波の性質と対策につ

いて（第 2部）」H24.8.25 

第 51回「最近数年の日本列島の地殻変動と現在の日本人に必要な防災教育」H24.9.15 

第 52回「災害医療における薬剤師の役割とお薬手帳の重要性〜かかりつけ薬局の活用で災

害への対応を〜」H24.10.20 

第 53回「非常食・災害食への米粉(こめこ)の活用」H24.11.17 

第 54 回「"コンピュータの眼" を防災研究へ応用～高精度画像計測からのアプローチ～」

H24.12.15 

第 55回「発災時の状況とその後の現状，中越・中越沖地震の経験を活かした被災地への支

援」H25.2.16 

第 56回「福島県での食の安全などに関する学外研修について」H25.3.16 

第 57 回「静岡県から東日本大震災で被災した自治体に派遣された職員による報告会」

H25.5.18 

第 58 回「南海トラフ巨大地震を踏まえた自主防向け実践的ＤＩＧプログラムの提案」
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H25.6.15 

第 59回「静岡県第４次地震被害想定（第一次報告）について」H25.7.20 

第 60回「南海トラフ巨大地震の予測可能性について」H25.9.21 

第 61回「災害時に備える栄養と食事～食べることがいのちを守る～」H25.10.19 

第 62回「市民が行う災害救護について」H25.12.21 

第 63回「東北沖津波被災者から聞いた避難の様子」H26.1.25 

第 64回「地震・津波に関する情報とその技術的基盤」H26.2.15 

第 65回「歴史に学ぶ地震と津波」H26.2.22 

第 66 回「2013 年 4 月の春野町大規模崩落と台風 26 号による伊豆大島の土石流災害に

ついて」H26.3.15 
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44..44	 	 東東海海圏圏減減災災研研究究ココンンソソーーシシアアムム   

	 東海圏減災研究コンソーシアムは，南海トラフ巨大地震等による災害の危険性が指摘さ

れている東海圏の 6 大学（岐阜大学，静岡大学，名古屋大学，名古屋工業大学，豊橋技術

科学大学，三重大学）の防災関係のセンターが互いに連携し災害軽減に向けた研究を推進

することで地域社会の減災を実現する事を目的として，平成 25年 3月に発足した． 

	 防災・減災の研究推進には，災害に関する様々な専門的知見に基づいて総合的に検討し

て行く必要がある．東海圏減災研究コンソーシアムでは，それぞれ得意とする研究分野に

特色を持つ 6 大学間で連携する事で，幅広い専門的知見にもとづいた地域社会における防

災・減災研究を総合的に推進することが可能となる． 

	 防災総合センターでは，東海圏減災研究コンソーシアムに参画し，地域社会における防

災・減災について大学の枠を越えて各大学と連携して研究を推進している． 

 

●コンソーシアム参加の各大学センター 

岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター 

静岡大学防災総合センター 

名古屋大学減災連携研究センター 

名古屋工業大学高度防災工学センター 

豊橋技術科学大学安全安心地域共創リサーチセンター 

三重大学地域圏防災・減災研究センター 
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55..55	 	 集集計計資資料料   
	 本センターでは，最新の研究や人材育成・教育に関する取り組みがマスコミ等でも紹介

されている．専任・特任・兼務・客員教員がそれぞれの成果を発信することで，社会への

還元も目指す． 
	 当センターに所属する専任・特任・兼務・客員教員に人数内訳を図 5-1に示す．当センタ
ーが独自に集計しているメディアでの報道のうち新聞報道件数が表 5-1および図 5-2・5-3，
テレビ・ラジオ報道件数が表 5-2 および図 5-4・5-5 である．これらの集計対象となった報
道内容は，当センターの公式ブログ（http://sbosai.cocolog-nifty.com/blog/）にて，毎週掲
載してまとめている． 
 

  

図図 55--11	 	 防防災災総総合合セセンンタターー教教員員人人数数   
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表表 55--11	 	 新新聞聞報報道道件件数数内内訳訳   

	 専任教員	 特任教員	 兼務教員	 客員教員	 

静岡新聞	 36	 13	 46	 37	 

朝日新聞	 23	 1	 17	 44	 

毎日新聞	 20	 1	 7	 18	 

読売新聞	 10	 2	 7	 33	 

中日新聞	 13	 4	 17	 7	 

日本経済新聞	 4	 0	 1	 3	 

産経新聞	 5	 0	 1	 23	 

河北日報新聞	 1	 0	 0	 8	 

その他新聞	 40	 0	 7	 39	 

計	 152	 21	 103	 212	 

  
  

  

図図 55--22	 	 新新聞聞別別報報道道件件数数   
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図図 55--33	 	 教教員員職職種種別別報報道道件件数数   
  
  

表表 55--22	 	 テテレレビビ・・ララジジオオ報報道道件件数数内内訳訳   

	 	 専任教員	 特任教員	 兼務教員	 客員教員	 

NHK 放送	 49	 1	 5	 8	 

静岡放送・TBS テレビ	 18	 0	 3	 0	 

しずおか朝日・朝日テレビ	 5	 0	 3	 1	 

毎日放送	 1	 0	 0	 0	 

テレビ静岡	 5	 1	 5	 3	 

フジテレビ	 5	 0	 0	 3	 

その他放送局	 4	 1	 3	 2	 

計	 87	 3	 19	 17	 
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図図 55--44	 	 テテレレビビ・・ララジジオオ報報道道件件数数   
  

  

図図 55--55	 	 教教員員職職種種別別テテレレビビ・・ララジジオオ報報道道件件数数   
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